
21

付録1  現地調査

1 . 1  予 備 調 査

1 . 1 . 1  第 1 回 予 備 調 査 要 項

図 1-A　 第 1 回 予 備 調 査 エ リ ア

l  目 的 ： 通 過 車 両 の 経 路 選 択 と わ き 出 し 車 両 数 を 知 る ．

l  調 査 日 時 ： 平 成 8 年 ７ 月 １ ２ 日 （ 金 ） AM8 : 0 0～ AM 8 : 4 0

l  調 査 方 法 ： ビ デ オ 撮 影 と カ セ ッ ト テ ー プ 録 音 に よ り 通 過 車 両 の ナ ン

バ ー （ 4 桁 ） を ３ ０ 分 間 記 録 す る ．

l  調 査 員 ： ７ 名 （ 予 備 1 名 ）

以 下 の よ う に 配 置 し た ．

調 査 地 点 担 当 者

電 通 研 究 所 前 西 川

柳 橋 吉 井 ， 菅 田

吉 祥 寺 駅 前 白 石

関 前 ４ 丁 目 付 近 笹 倉

中 央 通 り 花 房

八 幡 宮 前 山 口

（ 予 備 ・ 見 回 り ） 堀 口

l  調 査 時 間 ： 以 下 の 開 始 時 間 か ら 30 分 間 と し た ．

開 始 時 間 調 査 地 点

A M 8 : 0 0 「 柳 橋 」 , 「 関 前 ４ 丁 目 付 近 」

A M 8 : 0 5 「 電 通 研 究 所 前 」 , 「 中 央 通 り 」

A M 8 : 1 0 「 吉 祥 寺 駅 前 」 , 「 八 幡 宮 前 」
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1 . 1 . 2  第 1 回 予 備 調 査 結 果
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図 1-B　 柳 橋 の 通 過 車 両 　 　 　 　 　 　 図 1-C　 関 前 4 丁 目 の 通 過 車 両
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図 1-D　 中 央 通 り 南 側 の 通 過 車 両 　 　 　 図 1 - E　 成 蹊 通 り 南 側 の 通 過 車 両

図 1-B～ 図 1-E の 結 果 か ら 井 の 頭 通 り と 五 日 市 街 道 の 間 で ド ラ イ

バ ー の 経 路 選 択 さ れ て い る 可 能 性 が 高 い ．

1 . 1 . 3  第 ２ 回 予 備 調 査 要 項

l  目 的 ： 本 調 査 の 調 査 範 囲 ・ 調 査 詳 細 を 見 直 す ．

l  調 査 日 時 ： 平 成 ８ 年 ７ 月 ２ ４ 日 （ 水 ） AM8 : 0 0～ AM 8 : 4 0

l  使 用 機 材 ： テ ー プ レ コ ー ダ ー (ま た は ビ デ オ カ メ ラ )、テ ー プ 、電 池 、

デ ジ タ ル 時 計

l  調 査 方 法 ： ビ デ オ 撮 影 ， カ セ ッ ト テ ー プ 録 音 に よ り 通 過 車 両 の ナ ン

バ ー （ 4 桁 ） を 40 分 間 記 録 ． 調 査 開 始 時 と 車 群 が 途 切 れ た 時 に 現 在

時 刻 を 記 録 ． ナ ン バ ー を 見 逃 し た 時 に は 「 パ ス ！ 」 と 記 録 し 断 面 交

通 量 を 補 完 す る ．
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図 1-F　 第 2 回 予 備 調 査 エ リ ア

l  調 査 員 ： 26 名

以 下 の よ う に 配 置 し た ．括 弧 内 は エ リ ア か ら 流 出 部 か 流 入 部 か を 示 す ．

調 査 交 差 点 調 査 車 線 調 査 員

① 柳 橋 交 差 点 北 東 側 北 東 行 き ( 流 出 ) 右 車 線 麦 倉

北 東 行 き ( 流 出 ) 左 車 線 高 松

南 西 行 き ( 流 入 ) 右 車 線 石 渡

南 西 行 き ( 流 入 ) 左 車 線 片 岡

② 関 前 ４ 丁 目 付 近 交 差 点 東 側 東 行 き ( 流 入 ) 白 川

西 行 き ( 流 出 ) 大 口

③ 電 通 研 前 交 差 点 南 西 側 北 東 行 き ( 流 出 ) 笹 倉

南 西 行 き ( 流 入 ) 林

④ 武 蔵 野 中 央 交 差 点 北 側 北 行 き ( 流 出 ) 金 山

南 行 き ( 流 入 ) 菅 田

⑤ 中 央 通 り 交 差 点 南 側

( 武 蔵 野 警 察 前 南 側 )

北 行 き ( 流 入 ) 花 房

南 行 き ( 流 出 ) 山 口

⑥ 成 蹊 通 り 交 差 点 南 側

( J R 中 央 線 付 近 )

北 行 き ( 流 入 ) 清 宮

南 行 き ( 流 出 ) 家 城

⑦ 八 幡 宮 前 交 差 点 北 側 北 行 き ( 流 出 ) 富 士 田

南 行 き ( 流 入 ) 藤 井

⑧ 八 幡 宮 前 交 差 点 東 側 東 行 き ( 流 出 ) 赤 羽

西 行 き ( 流 入 ) 山 本

⑨ 吉 祥 寺 駅 前 交 差 点 東 側 東 行 き ( 流 出 ) 飯 島

西 行 き ( 流 入 ) 白 石

⑩ 吉 祥 寺 駅 前 交 差 点 南 側 北 行 き ( 流 入 ) 佐 藤

南 行 き ( 流 出 ) 小 酒 井

⑪ 中 央 通 り 交 差 点 西 側 東 行 き ( 流 入 ) 吉 井

⑫ 成 蹊 通 り 交 差 点 西 側 東 行 き ( 流 入 ) 西 川

⑬ 武 蔵 野 中 央 交 差 点 西 側 東 行 き ( 流 入 ) 堀 口

⑭ 吉 祥 寺 北 町 交 差 点 西 側 東 行 き ( 流 入 ) 味 澤

1 . 1 . 4  予 備 調 査 に お け る 問 題 点
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l  調 査 員 に 関 す る 問 題

m  調 査 中 に 食 べ 物 を 食 べ る 者 が い た ．

m  ど の 方 向 の 交 通 を 調 査 す れ ば い い か 迷 っ た 者 が い た ．

m  二 輪 車 の ナ ン バ ー を 読 ん だ 者 が い た ．

m  立 ち 位 置 、 見 る 方 向 な ど 分 か ら な い 者 が い た ．

m  立 っ て 長 時 間 作 業 す る の は 辛 い （ 信 頼 性 に 影 響 ？ ） ．

l  調 査 方 法 に 関 す る 問 題

m  録 音 方 法 （ ナ ン バ ー ・ 時 刻 な ど ） が 一 様 で な い ．

m  テ ー プ 録 音 の み で は 記 録 の 確 認 が で き な い ．

m  複 雑 な 挙 動 の 車 両 が い た ． （ バ ス や タ ク シ ー ？ ）

本 調 査 で は ， こ れ ら の こ と を 含 め 次 の よ う に 改 善 が 必 要 と さ れ た ．

l  改 善 課 題

m  調 査 マ ニ ュ ア ル の 充 実

   ナ ン バ ー の 読 み 方 の 統 一 す る ．

   調 査 中 の 飲 食 の 制 限 す る ．

m  調 査 方 法 の 変 更

   記 録 を 二 重 化 （ カ セ ッ ト テ ー プ ・ 野 帳 ） す る ．

   バ ス 、 タ ク シ ー の 判 別 を 加 え る ．

   現 在 時 刻 の 記 録 方 法 を 変 更 す る ．

m  調 査 監 督 の 配 置

   ほ ぼ １ 交 差 点 に 1 名 で 配 置 す る ．

   事 前 説 明 ， 調 査 員 の 時 計 合 わ せ を 行 う ．

m  調 査 本 部 の 設 置

   各 調 査 地 点 と の 連 絡 は 携 帯 電 話 （ PHS） を 用 い る ．

m  そ の 他

   調 査 員 は 交 代 で 作 業 し ， 休 憩 を 設 け る ．

   代 替 機 材 を 用 意 す る ．

   調 査 員 に は 作 業 用 に 椅 子 を 用 意 す る ．

1 . 2  本 調 査
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1 . 2 . 1  調 査 地 点 図
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交差点名 :交差点 76 :調査断面・地点番号・進行方向 ：２車線（調査員４人配置）

図 1 - G　 調 査 地 点 図

図 1-G に 本 調 査 に お け る 調 査 地 点 図 を 示 す ．図 1-G で は 丸 数 字 が 調

査 地 点 番 号 を ， 三 角 形 が 進 行 方 向 を ， 四 角 形 が 調 査 断 面 を ，星 印 が 片

側 ２ 車 線 の 調 査 地 点 を そ れ ぞ れ 示 す ．

1 . 2 . 2  調 査 マ ニ ュ ア ル
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三鷹・吉祥寺調査実施要項（ナンバー調査員用）

１、集合場所・時間

　 　 　 ・ JR 三 鷹 駅 北 口 駅 前 交 番 横 　 　 　 　 　 （ 図 １ 参 照 ）

　 　 　 ・ JR 吉 祥 寺 駅 北 口 近 鉄 デ パ ー ト 入 口 前 （ 図 ２ 参 照 ）

・  平成８年１０月３０日（水）　午前５時４５分（時間厳守）
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図１・三鷹駅集合場所 図２・吉祥寺駅集合場所

銅像

２、 調査日時・場所

 ・ 平 成 ８ 年 １ ０ 月 ３ ０ 日 （ 水 ） 　 AM７ ： ０ ０ ～ １ ０ ： ０ ０

　 　 （ 雨 天 順 延 の 場 合 　 平 成 ８ 年 １ ０ 月 ３ １ 日 （ 木 ） 　 時 間 帯 は 同 じ ）

・ 三 鷹 ・ 吉 祥 寺 エ リ ア

　 　 （ 井 の 頭 通 り 、 五 日 市 街 道 、 中 央 通 り 、 成 蹊 通 り 、 吉 祥 寺 通 り 及 び そ の 付 近 ）

３、雨天の場合について

　 　 調 査 前 日 の 午 後 ４ 時 に 電 話 連 絡 を す る 。 翌 日 の 同 時 刻 に 順 延 。

　 　 連 絡 が な い と き は 雨 天 で あ っ て も 必 ず 同 時 刻 に 集 合 。

４、持ち物
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　 　 ・ 必 ず 時 計 を 持 参 （ デ ジ タ ル 時 計 ： 秒 単 位 ま で わ か る も の ） 。

　 　 ・ 筆 記 具 （ ボ ー ル ペ ン ）

・  飲 み 物 は 各 自 持 参 。 食 べ 物 、 た ば こ は 不 可 。

 

５、 対象車両

 ４ 輪 車 以 上 と す る 。 （ 二 輪 車 は 対 象 外 ） 自 衛 隊 車 両 、 外 交 官 車 両 等 特 殊 な 車 両 も

対 象 と す る 。 牽 引 車 は 牽 引 車 の み （ 先 頭 の 車 両 ） を 対 象 と す る 。

 

６、調査方法

二 人 一 組 で テ ー プ 録 音 者 と 野 帳 記 入 者 と に 分 か れ 、 テ ー プ 録 音 者 が 時 間 と

プ レ ー ト ナ ン バ ー の （ 大 き い ） 数 字 ４ 桁 、 車 両 の 判 別 を 読 み 、 そ の 音 声 を カ

セ ッ ト レ コ ー ダ ー に 録 音 す る 。

同 時 に も う 一 人 の 野 帳 記 入 者 は テ ー プ 録 音 者 の 音 声 を 聞 い て 用 意 さ れ た 野

帳 に 時 刻 、 プ レ ー ト ナ ン バ ー （ 大 き い 数 字 四 桁 ） 、 車 両 の 判 別 を 記 入 し て い

く 。

７、 調査時の注意事項

7 . 1 カ セ ッ ト レ コ ー ダ ー に 録 音 す る 人 （ テ ー プ 録 音 者 ）

・  ４ 輪 車 以 上 を 読 み 上 げ る 。 （ 二 輪 車 は 読 ま ず 、 特 殊 車 両 は 読 む 。 ）

・ 車 両 の 判 別 は 次 の よ う に 読 み 上 げ る 。

バ ス の 時 　 　 ： 「 は い ！ 　 ２ ２ ５ １ （ ニ ー ニ ー ゴ ー イ チ ） 　 　 バ ス 　 」

｛ バ ス の 判 断 は 、 行 き 先 表 示 が あ る 路 線 バ ス に し ま す ｝

タ ク シ ー の 時 ： 「 は い ！ 　 ・ １ ２ ５ （ テ ン イ チ ニ ー ゴ ） 　 　 　 タ ク シ ー 」

｛ タ ク シ ー の 判 断 は 、 車 両 の 上 に 表 示 器 が あ る も の に し ま す ｝

そ れ 以 外 の 時 ： 「 は い ！ 　 ９ ９ ５ ５ （ キ ュ ー キ ュ ー ゴ ー ゴ ー ） ペ ケ 」

特 殊 車 両 の 時 ： 左 か ら ４ つ の 数 字 を 読 む 。 以 下 の よ う に 下 線 部 の み 読 む 。

　 　 例 ：［ ３ ２ － ５ ８ ７ ２ ２ ６ ］「 は い ！ 325 8（ サ ン ニ ー ゴ ー ハ チ ）ペ ケ 」

　 　 　 　 ［ 外 － ６ ６ ７ ９ ］「 は い ！ 667 9（ ロ ク ロ ク ハ チ キ ュ ー ）　 　 ペ ケ 」

・ 車 両 の ナ ン バ ー を 読 め な か っ た と き は 「 だ め 」 と い う 。
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例 ： 「 は い ！ 　 だ め ！ 」

・  時 刻 は ０ 秒 ジ ャ ス ト で 録 音 す る の が ベ ス ト だ が 、 車 群 が 続 く 場 合 は 、 車 群 が

と ぎ れ た 時 点 (信 号 待 ち 、 渋 滞 で 車 が 止 ま っ て い る 時 な ど )に 、 １ ０ 秒 単 位 で

録 音 す る 。

 　 　 　 　 　 　 　 例 ：

 

まもなく７時１分30秒になります。
３、２、１、はい！

・  信 号 待 ち や 渋 滞 し て 止 ま っ て い る と き の 車 を 先 読 み せ ず 、 自 分 の 立 っ て い る

位 置 を 通 過 し た ら 読 む 。

・  テ ー プ 交 換 は 約 ４ ５ 分 後 （ 前 も っ て 監 督 が 指 示 ） に 信 号 が 赤 、 ま た は 車 の 流

れ が な い 時 に 時 間 を 読 ん で か ら 行 う 。 た だ し 交 換 中 も 野 帳 記 入 者 の た め に 車

が き た ら ナ ン バ ー を 読 み と る 。 テ ー プ を 換 え た ら 新 た に 時 刻 を 録 音 す る 。

・  ２ 回 目 の テ ー プ 交 換 時 に レ コ ー ダ ー の 電 池 も 交 換 す る 。

・  テ ー プ は 全 て 、 Ａ 面 の み 使 用 。

・  ２ 回 目 の テ ー プ 交 換 (電 池 交 換 )の 時 に 、 同 じ ペ ア 内 で 録 音 者 と 記 入 者 を 交 代

す る 。

 ・ 「 は い ！ 」 の 言 い 方



29

ある一定の位置を通過した時
に、「はい！」と言い、その後
にナンバー・判別を読む。

「はい！」

「９９５５　バス」

注 ：「 は い ！ 」は 、車 が 連 続 し て 来 て（ 以 下 、車 群 が 続 い て ）忙 し い 場 合 、

省 略 化 。

 

 7 . 2 野 帳 に 記 入 す る 人 （ 野 帳 記 入 者 ）

・  時 刻 の 記 入 は あ ら か じ め 持 参 し た デ ジ タ ル 時 計 を 見 な が ら 、 時 刻 が 変 わ っ た

ら １ 分 お き に 野 帳 に 記 入 し て い く 。 時 刻 記 入 が 間 に 合 わ な い 場 合 は １ 台 分 の

欄 を 使 っ て 線 で 区 切 る か 、 時 刻 記 入 欄 に 印 を 付 け て お く 。 車 群 が 切 れ た ら 後

で 数 字 を 入 れ る 。 時 刻 が 変 わ ら な い 場 合 は 、 時 刻 欄 を 空 欄 の ま ま で よ い 。

  記 入 例 ：

  

時 分 ナンバー 判別

 

 　 　 　

時 分 ナンバー 判別

 

 

 

・  判 別 欄 に は バ ス の 時 は 「 Ｂ 」 、 タ ク シ ー の 時 は 「 Ｔ 」 と 書 く 。
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 記 入 例 ： 時 刻 ７ 時 １ ０ 分 　 「 は い ！ 　 ２ ２ ５ １ 　 バ ス 」 の 時

 

時 分 ナンバー 判別

0 7 1 0 2 2 5 1 Ｂ

 記 入 例 ： 時 刻 ８ 時 ８ 分 　 「 は い ！ 　 ・ １ ２ ５ 　 タ ク シ ー 」 の 時

 

時 分 ナンバー 判別

0 8 0 8 　・ 1 2 5 Ｔ

・  バ ス ･ タ ク シ ー 以 外 の 車 両 は テ ー プ 録 音 者 が ｢ ペ ケ ｣ と い う の で 判 別 欄 に チ ェ

ッ ク す る 。

 記 入 例 ： 時 刻 ８ 時 ５ ９ 分 　 「 は い ！ ９ ９ ５ ５ 　 ペ ケ ！ 」 の 時

 

時 分 ナンバー 判別

0 8 5 9 9 9 5 5

・  テ ー プ 録 音 者 が 「 は い ！ だ め ！ 」 と 言 っ た と き は 判 別 欄 に 「 Ｄ 」 と 書 く 。

 記 入 例 ： 時 刻 ９ 時 ３ ０ 分 　 「 は い ！ だ め ！ 」 の 時

 

時 分 ナンバー 判別

0 9 3 0 D

・  ナ ン バ ー が 分 か ら な か っ た 時 、 ま た は テ ー プ 録 音 者 が ナ ン バ ー を 読 ん だ が 記

入 が 間 に 合 わ な か っ た 時 は 、 そ の 台 数 分 野 帳 を 空 白 に し て 、 す ぐ に 次 の 車 の

ナ ン バ ー か ら 聞 い て 書 き 込 む よ う に す る 。

 記 入 例 ： 時 刻 ９ 時 ４ ５ 分 　 「 １ ２ ・ ・ （ わ か ら な い ・ 聞 き 取 れ な い ） 」 の

時

 

時 分 ナンバー 判別

0 9 4 5 1 2

 

 7 . 3 そ の 他

・  調 査 時 に 食 べ 物 を 食 べ な い 。 （ 飲 み 物 は 可 。 た だ し 、 調 査 に 差 し 支 え の な い

よ う に 。 ）

・  こ の 調 査 は ３ 時 間 連 続 調 査 な の で ト イ レ は あ ら か じ め 済 ま せ て お く こ と 。

・  腕 章 は 調 査 が 終 わ る ま で 必 ず つ け て お く こ と 。

 

・  一 定 の 通 過 位 置 で 読 む 。 信 号 待 ち や 渋 滞 し て い る と き の 車 を 先 読 み し な い で
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自 分 の 立 っ て い る 位 置 を 通 過 し た ら 読 む 。

・  テ ー プ 録 音 者 と 野 帳 記 入 者 の 交 代 は 、 ２ 回 目 の テ ー プ 交 換 （ 電 池 交 換 ） の 時

に 行 う 。

・  た ば こ は 、 吸 わ な い こ と 。

・  通 行 人 や 付 近 の 住 民 に 迷 惑 を 掛 け な い 。

 

 

※ 分からないこと ･困ったことなどがあったら、監督に申し出

ること。

８、 レコーダー操作方法

 

8 .  1 各 部 の 名 称 に つ い て

8.  2 電 源 に つ い て



32

 

 

8 . 3　 録 音 開 始 前 ・ 開 始 後 の レ コ ー ダ ー 状 態 の 確 認

・  テ ー プ ス ピ ー ド 　 ［ 標 準 ］

・  ポ ー ズ 　 　 　 　 　 ［ 切 ］

・  マ イ ク 　 　 　 　 　 ［ マ イ ク 表 示 の あ る 場 所 ］ （ ス ピ ー カ ー と マ イ ク は 別 ）

・  録 音 ラ ン プ の 点 灯 （ 暗 く な っ た ら 、 監 督 に 申 し 出 る こ と ）

・  テ ー プ 窓 か ら テ ー プ の 回 転 の 確 認

8 .  4 録 音 開 始 時 の 操 作

・  乾 電 池 ケ ー ス を 開 け て 、 単 三 乾 電 池 ２ 本 を 入 れ る 。 （ ＋ － を 間 違 え な い よ う

に ）

・  カ セ ッ ト テ ー プ を 入 れ る 。 （ Ａ 面 が 見 え る よ う に （ Ａ 面 を ふ た 側 に す る ） ）

・  録 音 ボ タ ン を 押 す 。 （ 再 生 ボ タ ン も 自 動 的 に 下 が り ま す ）

９、調査の実施手順
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（ 以 下 作 業 内 容 　 ●： テ ー プ 録 音 者 　 　 ▲： 野 帳 記 入 者 ）

A M  5 : 4 5　 　 　 　 　 現 地 集 合 （ 集 合 場 所 は 図 １ ･ 図 ２ 参 照 ）

6:0 0　 　 　 　 　 監 督 と 調 査 員 の 合 流

　 ６ :10　 　 　 　  集 合 場 所 か ら 調 査 地 点 へ 移 動

監 督 の 指 示 に 従 い 、 調 査 地 点 ま で 徒 歩 で 移 動 を す る 。

　 6 : 3 0          現 場 で の 説 明

　 　 　 　 　 　 　 調 査 説 明 の 後 、 備 品 を 配 付 し 、 次 の 作 業 を 行 う 。

● テ ー プ 録 音 者 は 、録 音 テ ー プ の ラ ベ ル に「 地 点 名 、調 査 年 月 日 、

録 音 時 間 」が 自 分 の 担 当 場 所 と あ っ て い る か 確 認 す る 。わ か ら な

い こ と が あ れ ば 近 く の 調 査 監 督 に 聞 く 。

 

 ●確 認 し た ら 自 分 の 名 前 を 記 入 例 の よ う に フ ル ネ ー ム で 記 入 す る 。

 ＜ 記 入 例 ＞ ラ ベ ル ：

 

NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線、
H8.10.30、AM7:00～7:45、テープNo.Ⅰ

山口智弘

・  腕 章 は 調 査 が 終 わ る ま で 必 ず つ け て お く 。

・  各 自 持 参 し た 時 計 の 時 計 合 わ せ を 行 う 。

● ▲テ ー プ 録 音 者 ・ 野 帳 記 入 者 を 調 査 地 点 に 配 置

● テ ー プ 録 音 者 は 、 調 査 監 督 が 調 査 の 位 置 と 方 向 を 指 示 （ ど の 方 向

か ら 来 た 車 を 調 査 す る か ） す る の で 確 認 を す る こ と 。 調 査 地 点 に

つ き 次 第 、 調 査 開 始 時 刻 ま で 、 プ レ ー ト ナ ン バ ー を 読 み と る 練 習

を 行 う 。 車 両 が 基 準 点 を 通 過 し た と き 、プ レ ー ト ナ ン バ ー の 数 字
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４ 桁 を 声 出 し て 読 み と る 。 そ の と き 自 分 の 声 が 録 音 さ れ る か 確 認

し 、 練 習 が 終 わ っ た ら 必 ず 巻 き 戻 し て お く 。

▲野 帳 記 入 者 は ま ず 、 す べ て の 野 帳 の 右 上 の 欄 に 通 し 番 号 を つ け 、

名 前 を １ 枚 目 の 紙 、 左 上 の 欄 に 記 入 す る 。

　 ６ :59　　 　  ●テ ー プ 録 音 者 は 、 カ セ ッ ト レ コ ー ダ ー の 録 音 ス イ ッ チ を 入 れ て 、

録 音 を 開 始 す る 。

録 音 開 始 後 は 、 調 査 監 督 の 指 示 の な い 限 り 、 録 音 状 態 を テ ー プ 交

換 ま で 絶 対 に 止 め な い 。 テ ー プ の 巻 き 戻 し も し な い 。

●テ ー プ 録 音 者 は 、 テ ー プ を ３ ０ 秒 ほ ど 回 し て か ら 、 次 の こ と を 声

を 出 し て 録 音 す る 。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく７時ちょうどになります。
５，４，３，２，１、はい！

　 ７ :00　 　 　 　 プ レ ー ト ナ ン バ ー 　 読 み と り ・ 書 取 　 開 始

● テ ー プ 録 音 者 は 、 車 両 が 読 み と り 地 点 （ 一 定 ） を 通 過 し た と き 、

次 の よ う に プ レ ー ト ナ ン バ ー の 数 字 ４ 桁 を 声 を 出 し て 読 み 、 カ セ

ッ ト レ コ ー ダ ー に 録 音 す る 。

　 「 は い ！ １ ２ ３ ４ バ ス 、 は い ！ ・ ５ ６ ８ ペ ケ 、 は い ！ だ め (＊ )」

　 　 　 　 　 　 　 （ ＊ ） 読 み 切 れ な か っ た ら「 だ め ！ 」 と い う 。２ 輪 車 は 読 ま な い 。

●テ ー プ 録 音 者 は 、０ 秒 ジ ャ ス ト の 時 に「 ◎時 ◇分 ０ 秒 で す 。」と 録
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音 す る の が ベ ス ト だ が 、 車 群 が 続 い て ナ ン バ ー の 読 み が 忙 し く て

現 在 時 刻 を 入 れ ら れ な か っ た と き な ど は 、 多 少 の ズ レ は 構 わ な い

の で 信 号 が 赤 の 時 （ 車 が 停 止 し て い る 状 態 ） 、 車 の 流 れ が と ぎ れ

た と き な ど に 現 在 時 刻 を 以 下 の よ う に １ ０ 秒 単 位 で 読 み 込 む 。

まもなく７時１分30秒になります。
３、２、１、はい！

▲野 帳 記 入 者 は 、 テ ー プ 録 音 者 が ナ ン バ ー を 読 む の を 聞 い て 野 帳 に

記 入 す る 。 現 在 時 刻 の 記 入 は デ ジ タ ル 時 計 を 見 な が ら １ 分 単 位 で 現

在 時 刻 を 記 入 し て い く 。 （ 同 じ 時 刻 の 場 合 は 、 記 入 し な く て よ い ）

                      記 入 例 ：

時 分 ナンバー 判別

0 7 1 9 9 9 5 5

●▲テ ー プ 録 音 者 ・ 野 帳 記 入 者 は 、 何 か 問 題 が 起 き た ら 近 く の 調 査

監 督 に 手 を 挙 げ て 連 絡 す る こ と 。

7:3 0 頃 ～ 　 　 　 ●テ ー プ 録 音 者 は 、 監 督 が 巡 回 し な が ら ２ 本 目 の テ ー プ を 渡 す の

で 受 け 取 り 、 ラ ベ ル を 確 認 す る 。 そ の 時 に 注 意 を よ く 聞 く こ と 。

7:4 5 頃 　 　 　 　 ●テ ー プ 録 音 者 は 車 の 流 れ が 途 切 れ 次 第 、 テ ー プ レ コ ー ダ ー の Ｎ

ｏ ．Ⅰテ ー プ に 現 在 時 刻 を 読 ん で か ら 録 音 を 終 了 さ せ 、Ｎ ｏ ．Ⅱの

テ ー プ に 交 換 し て 下 記 の こ と を 必 ず 録 音 し て 再 開 す る 。 た だ し 車

が 来 た 時 は 、 ナ ン バ ー 読 み を 優 先 し て 行 い 、 そ の 後 に 下 記 を 録 音

す る 。 テ ー プ 交 換 中 も 車 が 来 た ら 、 野 帳 記 入 者 の た め に 声 に 出 し

て ナ ン バ ー を 読 む 。
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三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく７時４５分１０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テ ー プ 録 音 者 は １ 本 目 の テ ー プ に 名 前 が 書 い て あ る か 確 認 し 、監

督 が テ ー プ を 回 収 し に 来 る の で 手 渡 す 。 録 音 し た テ ー プ は 絶 対 に

巻 き 戻 さ な い 。

8:1 5 頃 ～ 　 　 　 ●テ ー プ 録 音 者 は 、 監 督 が 巡 回 し な が ら ３ 本 目 の テ ー プ と 単 三 電

池 ２ 本 を 渡 す の で 受 け 取 り 、 ラ ベ ル を 確 認 す る 。 そ の 時 に 注 意 を

よ く 聞 く こ と 。

8:3 0 頃 　 　 　 　 ●▲テ ー プ 録 音 者 は 車 の 流 れ が 途 切 れ 次 第 、 テ ー プ レ コ ー ダ ー の

Ｎ ｏ ．Ⅱテ ー プ に 現 在 時 刻 を 読 ん で か ら 録 音 を 終 了 さ せ 、Ｎ ｏ ．Ⅲ

の テ ー プ に 交 換 し て 下 記 の こ と を 必 ず 録 音 し て 再 開 す る 。 た だ し

車 が 来 た 時 は 、 ナ ン バ ー 読 み を 優 先 し て 行 い 、 そ の 後 に 下 記 を 録

音 す る 。 テ ー プ 交 換 中 も 車 が 来 た ら 、 野 帳 記 入 者 の た め に 声 に 出

し て ナ ン バ ー を 読 む 。 ま た こ の と き に 電 池 も 交 換 す る 。 そ し て 、

録 音 者 と 記 入 者 を 交 代 す る 。 こ の 時 新 し い 野 帳 記 入 者 は 、 新 し い

野 帳 に 換 え 、 そ の 左 上 に 名 前 を 記 入 す る 。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく８時３０分４０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テ ー プ 録 音 者 は 、 ２ 本 目 の テ ー プ に 名 前 が 書 い て あ る か 確 認 し 、

監 督 が 　 テ ー プ を 回 収 し に 来 る の で 手 渡 す 。 録 音 し た テ ー プ は 絶 対

に 巻 き 戻 さ な い 。 ま た 、 使 用 し た 電 池 も 回 収 す る 。
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9 : 0 0 頃 ～ 　 　 　 ●テ ー プ 録 音 者 は 、 監 督 が 巡 回 し な が ら ４ 本 目 の テ ー プ を 渡 す の

で 受 け 取 り 、 ラ ベ ル を 確 認 す る 。 そ の 時 に 注 意 を よ く 聞 く こ と 。

9:1 5 頃 　 　 　 　 ●テ ー プ 録 音 者 は 車 の 流 れ が 途 切 れ 次 第 、 テ ー プ レ コ ー ダ ー の Ｎ

ｏ ．Ⅲテ ー プ に 現 在 時 刻 を 読 ん で か ら 録 音 を 終 了 さ せ 、Ｎ ｏ ．Ⅳの

テ ー プ に 交 換 し て 下 記 の こ と を 必 ず 録 音 し て 再 開 す る 。 た だ し 車

が 来 た 時 は 、 ナ ン バ ー 読 み を 優 先 し て 行 い 、 そ の 後 に 下 記 を 録 音

す る 。 テ ー プ 交 換 中 も 車 が 来 た ら 、 野 帳 記 入 者 の た め に 声 に 出 し

て ナ ン バ ー を 読 む 。

三鷹、吉祥寺　プレートナンバー調査、
地点NO△、吉祥寺駅前交差点南側北行左線
テープ録音者××××(フルネームで）
まもなく９時１５分３０秒になります。
５，４，３，２，１、はい！

●テ ー プ 録 音 者 は ３ 本 目 の テ ー プ に 名 前 が 書 い て あ る か 確 認 し 、監

督 が テ ー プ を 回 収 し に 来 る の で 渡 す 。 録 音 し た テ ー プ は 絶 対 に 巻

き 戻 さ な い 。

10: 0 0 頃 　 　 　  ●テ ー プ 録 音 者 は 作 業 終 了 後 、次 の よ う に 終 了 時 刻 を 読 み 上 げ る 。

まもなく１０時２分０秒になります。
５，４，３，２，１　はい！

●テ ー プ 録 音 者 は 、「 は い ！ 」と 言 っ た 後 、次 の こ と を 録 音 し て カ

セ ッ ト レ コ ー ダ ー の 停 止 ボ タ ン を 押 し 、 テ ー プ を 止 め る 。

作業終了。
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　 　 　 　 　 　 　 ＜ ＜ 調 査 終 了 ＞ ＞

　 調 査 終 了 後 、 ゴ ミ 類 （ 缶 ジ ュ ー ス な ど ） を 片 づ け た 後 （ 現 状 復

帰 ） 、 そ の 地 点 で 待 機 す る 。 調 査 監 督 の 指 導 に 従 い 、 そ の 場 所 で

機 材 類 、 録 音 テ ー プ の チ ェ ッ ク を 受 け た 後 、 朝 の 集 合 場 所 に 戻 り

指 示 に 従 う 。

11: 0 0 頃 　 　 　 　 　 解 散

１０、 困ったときは？

●テ ー プ 録 音 者

・  ナ ン バ ー を 読 め ず に 録 音 で き な か っ た ら ？ ・ ・ ・ 「 は い ！ だ め ！ 」 と 録 音 す る

・  途 中 で テ ー プ レ コ ー ダ ー が 止 ま っ て し ま っ た （ 壊 れ た ） と き は ？ ・ ・ ・ ・

・  ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 ぶ

 注 ： た だ し そ の 間 も 、 野 帳 記 入 者 の た め に ナ ン バ ー を 読 み 続 け る 。

・  テ ー プ 交 換 を し て い る と き に 車 が 来 た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ 交 換 作 業 の 手 を 止 め て で も 、 野 帳 記 入 者 の た め に 声 を 出 し て 読 む

・  車 群 が 続 き 、 忙 し い の で 「 は い ！ 」 な ど が 言 え な い と き は ？ ・ ・ ・ ・ ・

・  ・ ・ ・ ・ ナ ン バ ー を 最 優 先 に 読 む

・  ・ ・ ・ ・ ２ 番 目 に 判 別 を 優 先 す る

▲野 帳 記 入 者

・  野 帳 に 書 き 間 違 え た ら ？ ・ ・ ・ ・

・  ・ ・ ・ ・ ・ ナ ン バ ー 記 入 欄 に 「 斜 線 」 を 引 い て そ の 次 の 行 に 書 く

・  録 音 者 が 「 は い ！ だ め ！ 」 と 言 っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 判 別 欄 に 「 Ｄ 」 と 書 く

・  録 音 者 が 読 み 上 げ た が 、野 帳 に 書 く の が 間 に 合 わ な か っ た ら ？・・・・・・・・・・・

 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 空 欄 に し て 次 の 欄 に 次 の 車 を 書 く

・  使 え る 筆 記 具 が な く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 ぶ

・  野 帳 が な く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 び 、 新 し い 野 帳 を も ら う



39

注 ： 新 し い 野 帳 に は 地 点 名 や 地 点 ナ ン バ ー を 記 入 し て い な い の で 、

通 し ナ ン バ ー の 他 に 地 点 ナ ン バ ー も 記 入 す る こ と 。

◎共 通 事 項

・  ど う し て も ト イ レ に 行 き た く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 ぶ

・  具 合 が 悪 く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 ぶ

・  テ ー プ 録 音 者 が 具 合 悪 く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・  ・ ・ ・ ・ ・ 監 督 に 伝 え て か ら 、 交 代 が 来 る ま で 野 帳 記 入 者 が テ ー プ 録 音 を す

る

・  野 帳 記 入 者 が 具 合 悪 く な っ た ら ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ テ ー プ 録 音 を 継 続 す る 。

・  通 行 人 に 文 句 を 付 け ら れ た と き は ？ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 手 を 挙 げ て 監 督 を 呼 ぶ

その他、分からないこと・困ったことなどがあったら、

監督まで申し出ること。

◆ トラブルが起きているときに車が通過したら、

 　　　　　　　　以下のことを優先して下さい。◆

 ま た 、 そ の こ と を メ モ な ど 記 録 に 残 す こ と 。

 

◎ テ ー プ 録 音 が 不 可 能 に な り テ ー プ 録 音 者 が 空 い て い る 場 合 は 、 そ の

人 が ナ ン バ ー を 声 に 出 し て 読 み 、 野 帳 記 入 を 継 続 す る 。

◎ ど ち ら か 一 方 （ テ ー プ 録 音 者 ・ 野 帳 記 入 者 ） が 作 業 継 続 不 可 能 に な

っ た ら 、 テ ー プ 録 音 の 方 を 継 続 す る 。

◎ テ ー プ 交 換 中 は 、 野 帳 の 記 入 を 優 先 し て 行 う 。

テ ー プ 録 音 者 と 野 帳 記 入 者 の 交 代 中 は 、 野 帳 の 記 入 を 優 先 し て 行 う 。


